
 

 
 

 

 

 

 

 

令和２年度第２回 

瑞浪市上下水道事業経営審議会 会議録（要旨） 
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令和２年度第２回瑞浪市上下水道事業経営審議会 会議録（要旨） 

 

□開催日時 令和２年１２月２４日（木） 午後１時３０分から午後３時１５分まで 

□開催場所 瑞浪市保健センター ３階大会議室 

 

□委  員 加藤 健二  委員 

      伊藤 重雄  委員  

       橋本 孝晴  委員 

       安藤 正剛  委員  

       加藤 栄子  委員 

       鵜飼 秀和  委員  

       河口 敦子  委員 

       湯原 定雄  委員 

       和田 千津代 委員 

       山内 令子  委員 

       加納 洋子  委員  

       水野 貴美子 委員  

 

□事 務 局    金森 悟   建設部長 

        山内 雅彦  上下水道課長 

       北山 卓見  浄化センター所長 

秋田 泰幸  上下水道課課長補佐兼管理係長 

       宮地 孝尚  上下水道課業務係長 

       淺井 和美  上下水道課工務係長 

       安藤 祥平  上下水道課主事   

 

 □次  第 １ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 計画概要 

（１） アセットマネジメント、水道事業ビジョン及び経営戦略プランの関係に

ついて 

（２） アセットマネジメントの検討結果について 

４ 審議 

（１） 瑞浪市水道事業ビジョン（案）について 

（２） 瑞浪市水道事業経営戦略プラン見直し（案）について 

（３） 瑞浪市下水道事業経営戦略プラン見直し（案）について 

５ 日程説明 

      （１） 今後のスケジュールについて        



 

 
 

 

 

 

 

経営審議会会議の内容 

開     会 

【事 務 局】 みなさんこんにちは。本日は、ご多忙のところご出席を賜り、誠にありが

とうございます。定刻になりましたので、只今から令和２年度第２回瑞浪

市上下水道事業経営審議会を開催させていただきます。私は、本日の会議

の進行を担当いたします上下水道課の秋田と申します。よろしくお願いい

たします。 

本日の会議につきましては、議事録作成のため、録音と写真撮影を行わ

せていただきますのでご了承ください。また、新型コロナウイルス対策と

いたしまして、皆様の席を離して設置しております。ご承諾のほどお願い

いたします。 

なお山田委員ですが、一身上の都合により退任されましたので、後任と

して伊藤重雄様に就任いただきました。伊藤委員より自己紹介をお願いし

ます。 

 

＊伊藤委員挨拶 

 

ありがとうございました。それでは、会議を始めます前に資料の確認を

したいと思います。 

事前に送付した資料ですが、次第、資料①アセットマネジメント、水道ビ

ジョン及び経営戦略の関係について、資料②アセットマネジメントの検討

結果について、資料③瑞浪市水道事業ビジョン、資料④から⑦まで瑞浪市

水道事業経営戦略プラン見直し、瑞浪市下水道事業経営戦略プラン見直し

及び当該概要版、資料⑧今後のスケジュールについてとなっております。

また、皆様の席に令和元年度上下水道の決算書、諮問書の写し、岐阜新聞の

写しを配布させていただきました。不足はございませんでしょうか。 

なお、本日の審議会は、１２名のご出席をいただいており、全員の出席が

ありますので、審議会設置条例第６条の規定により、会議が成立している

ことをご報告いたします。 

それでは、次第に基づいて進めさせていただきます。「次第１ 開会」。金

森部長よろしくお願いします。 

 次第１ 開会 

【建 設 部 長】 皆さん。改めましてこんにちは。年末のお忙しい中、令和２年度第２回瑞

浪市上下水道経営審議会に、委員全員ご出席いただきましてありがとうご

ざいます。本日の委員会ですが、全国的な新型コロナウイルス感染拡大を

受けて、席の間隔を離したり、マスクの着用をお願いいただいております。



 

 
 

 

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。 

今回ご審議いただく事項は、水道事業、下水道事業の経営戦略プランに

つきましては、お手元にございますように、７月９日に諮問させていただ

きましたが、今回、１２月１５日に、会長ともご相談させていただいて、新

たに瑞浪市水道事業ビジョンについても、追加諮問させていただきました。

ご了解のほどよろしくお願いいたします。後程担当から説明いたしますが、

１２月議会でも棚町議員から質問がありました。内容は今後の水道料金に

ついてでして、先行的に私の方でお答えさせていただきました。長期的に

は水道料金の値上げを考えていく必要が出てきたと答弁をさせていただい

ております。いずれにしましても、この水道ビジョンに盛り込む必要が出

てきました。これから計画について説明いたしますので、ご理解いただき

ますよう、お願い申し上げます。今回諮問した案件は、今後の瑞浪市の将来

的な課題・問題点を明確にして、どのように解決していくのかという羅針

盤となるものでありますので、よろしくお願いします。また、委員の皆様方

に置かれましては、それぞれの立場で、普段疑問に思っていること等、忌憚

のないご意見をいただきます事をお願いして、私の挨拶とさせていただき

ます。本日はよろしくお願いします。 

【事 務 局】 ありがとうございました。続きまして、「次第２ 会長あいさつ」。加藤会

長よろしくお願いいたします。 

 次第２ 会長あいさつ 

【加 藤 会 長】  みなさんこんにちは。 

 年末の大変お忙しい中、お集まりいただき誠にありがとうございます。

本日は７月９日第１回の経営審議会で市長から諮問されました、経営戦略

プラン案の審議に加えまして、追加で諮問いただきました。今日は、いろん

な資料を拝見しますと、今までに無く難しい内容となっています。 

 さて、資料について目を通していただいたと思いますが、経営戦略プラ

ンにつきましては、第１回の審議会で事務局から説明がありました。今回

は中間の見直しとなります。本日の報告案件でありますアセットマネジメ

ント計画等の内容が反映されており、より現実的な計画となったと思いま

す。また、瑞浪市水道事業ビジョンにつきましては、将来１５年の瑞浪市水

道事業の取り組みの目指すべき方向性やその実現方策など、大綱的な内容

を定めたものと聞いております。 

 今日は、事務局から説明を受け、当案の妥当性について審議会としてし

っかりと議論していきたいと思います。 

皆さんには、疑問点があればどしどし質問いただき、活発なご発言をい

ただきますようお願いしまして、私の挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

次第３ 計画概要 

【事 務 局】 ありがとうございました。なお、当審議会の会議の進行は、審議会設置条

例第６条第１項の規定により、議長を会長にお願いしております。 

それでは加藤会長お願いします。 

【加 藤 会 長】 それでは 議事に入りたいと思いますが、議事に入ります前に、議事録

署名者を指名させていただきます。議事録署名者としまして、河口敦子委



 

 
 

 

員、湯原定雄委員を指名させていただきます。よろしくお願いいたします。 

本日の会議は「瑞浪市附属機関等に関する基本方針」第９ 第１項の規定

に該当しないため、公開とします。本日傍聴の申し出はありますか。 

【事 務 局】 １件の傍聴の申し出がありましたので、ただいまより傍聴いただきます。 

【加 藤 会 長】 それではこれより「次第３ 計画概要」に入ります。 

「アセットマネジメント、水道事業ビジョン及び経営戦略プランの関係

について」事務局より説明をお願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【加 藤 会 長】 只今事務局から説明がございましたが、何かご質問はございませんか。

特に無いようですので、 次に、「アセットマネジメントの検討結果につい

ついて」事務局より説明をお願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

 次第４ 審議 

【加 藤 会 長】 只今事務局から説明がございましたが、何かご質問はございませんか。

特に無いようですので、「次第４ 審議」に入ります。ここからが非常に大

事な事かと思いますので、しっかり聞いていただいて、ご意見をお願いし

ます。それでは、「瑞浪市水道事業ビジョン（案）について」事務局より説

明をお願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【加 藤 会 長】 只今事務局から説明がございましたが、何かご質問、修正案などのご意

見はございませんか。 

【伊 藤 委 員】 第７章―２の料金回収率、７－５の料金回収率。料金回収率は、供給単価

を給水原価で割ったものだと思いますが、供給単価は料金の変更が無い限

り上がらなくなっていますが、給水原価が上がっていく理由は何ですか。 

【事 務 局】 上がる理由ですが、今後計画的に資産の更新が必要となってまいります。

公営企業会計では、例えば１億円の資産を整備したとしても、その時に費

用という形にせず、民間の会計と同じように、管であれば法定耐用年数が

４０年ですので掛かった金額に４０年分を等分して１年の費用に計上しま

す。こちらがどんどん積み増しされていきますので、費用が増加し、給水原

価が増加となります。 

【伊 藤 委 員】 分かったような分からないようなところはありますが、ありがとうござ

いました。令和１１年度に料金回収率が良くなるのはなぜですか。 

【事 務 局】 こちらは、令和１１年度に料金値上げを想定しており、その結果供給単

価が上昇しますので、良くなります。 

【伊 藤 委 員】 令和１１年度は、給水原価そのものは大きく変わりませんものね。 

【事 務 局】 そうです。 

【加 藤 会 長】 他にございませんか。 

【湯 原 委 員】 ２点質問があります。４－２、３ 人口の問題ですが、私達が水道料金を

支払う上で、人口動向は非常に大きいものだと思います。正直この表を見

て、かなり衝撃を受けたのですが、瑞浪市の人口が４分の３とか半分近く

になっていくという予測がある中で、今回採用しているのは一番厳しい数

値を採用しています。この妥当性はどうなのでしょうか。瑞浪市人口ビジ



 

 
 

 

ョンはいろんな方策を立てながらということで、人口減少が緩やかとなっ

ていますが、この場合、値上げ時期は遅くなるということでしょうか。こち

らが１点。もう１点は、人口が少ないところで、水道事業を維持していくの

は本当に大変だと思いますが、国県に何らかの支援は無いのでしょうか。 

【事 務 局】 最初の人口の件ですが、一番厳しいパターン１を選定した理由としまし

て、令和元年度末の瑞浪市の人口と一番乖離が少ないものがパターン１で

した。略称で社人研と言いますが、こちらが一番近かったです。現実は、こ

の社人研の数値よりも、令和元年度の瑞浪市の人口の方が少ない状態です。 

【事 務 局】 補足いたします。パターン３が６次総人口、瑞浪市の総合計画なのです

が、こちらは、ある程度希望的観測で計画を作ってあります。そういう面で

は、緩やかな人口減少になってますが、社人研の人口動態は、全国的なトレ

ンドと言いますか、信頼度の高い推計となっています。 

【事 務 局】 続きまして、国、県の援助の件ですが、一番大きいものは広域連携が国や

県が行っていこうとしているものであります。他の県ですと、高知県では、

県と他の市町を統合して経営しています。岐阜県としましては、そこまで

は進んでおりませんが、検討が行われています。 

【事 務 局】 加えまして、国が認めている形で、一般会計からお金を援助する制度が

ございます。こちらにつきまして、一般会計が水道に援助するのですが、そ

の部分の幾分かにつきまして、国から交付税という形で一般会計にお金が

入ります。今後、費用が大きく掛かる場合に、高料金対策繰入金という制度

がありまして、現状の瑞浪市水道事業は、数値的に対象外となりますが、１

０数年度には瑞浪市も対象になってまいります。高料金対策繰入金につき

ましては、今回の計画に反映させていただいております。 

【湯 原 委 員】 ありがとうございました。 

【加 藤 会 長】 他にございませんか。 

【橋 本 委 員】 資料２（アセットマネジメントの検討結果について）の１ページのとこ

ろの更新倍率ですが、法定耐用年数は４０年ですが、これを瑞浪市独自基

準だと最大で８０年までとしています。この基準の根拠を教えてください。 

【事 務 局】 法定耐用年数は、管種に限らず４０年としています。ただし、実際は管の

素材等により、これ以上の耐用が可能です。これを管種別に、メーカーへの

聞き取りや、我々の経験から策定しました。 

【事 務 局】 補足いたします。瑞浪市独自の更新基準と言っておりますが、近隣の市

町も含め、全国的に大体同じような年数を設定しています。 

【橋 本 委 員】 素人の考えだと、４０年が２倍も使用できることができるのかと思いま

したが、分かりました。 

【加 藤 会 長】 他にございませんか。 

【委 員】 意見無し 

【加 藤 会 長】 いろんなご意見が出ましたが、否定的な意見はありませんでした。当会

では、このビジョンを承認するということでよろしいですか。 

【委 員】 異議なしの声 

【加 藤 会 長】 とりあえずでありますが、当案を承認します。まだお時間はありますの

で、気が付かれたことがありましたら、ご意見をいただきたいと思います。 

少し時間が経過していますので、休憩を挟みたいと思います。現在２時



 

 
 

 

４６分ですので、５５分から再開します。 

 ≪休憩≫ 

【加 藤 会 長】 皆さんお揃いになりましたので、続きまして「瑞浪市水道事業経営戦略

プラン（案）について」事務局より説明をお願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【加 藤 会 長】 只今事務局から説明がございましたが、何かご質問、修正案などのご意

見はございませんか。 

【委 員】 意見無し 

【加 藤 会 長】 これについても、答申がございます。令和１１年度には料金改定の見込

みとなっています。ご意見が無い場合、当会では承認したことになります。

反対のご意見がもしあるのであれば、お願いします。 

【湯 原 委 員】 料金改定の見込みについては、お話を聞くと、私はやむを得ないと思う

のですが、実際値上げをする場合は、どういう手続きになりますか。今回承

認したからといって、必ず令和１１年度に値上げとなる訳では無いと思っ

ているのですが、いかがでしょうか。 

【事 務 局】 今回諮らせていただいているのは、今後の瑞浪市水道事業の方向性につ

いてご審議いただいております。今後見通した結果として、料金値上げは

避けては通れないという計画とさせていただきました。ただし、実際の料

金値上となりますと、その段階において、審議会に諮らしていただきます

し、最終的に条例改正となりますので、議会の議決を受けることになりま

す。今回水道事業ビジョンや経営戦略に定めたからと言って、値上げが確

定するものではございません。 

２０％近くの値上げは、非常にインパクトの強い内容です。今後コスト

縮減であったり、広域連携をしながら、効率的な水道経営を、さらに努力し

た結果として、値上げ率を圧縮できるように進めていきたいと考えていま

すので、よろしくお願いします。現状見込としてはこのような形となりま

す事をご理解いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【加 藤 会 長】 他にございませんか。 

先ほど部長がおっしゃったとおり、今回は、方向性を定めるまでの決定

であります。当案に対して反対意見がございませんので、審議会としては

当案のとおり承認します。 

続きまして「瑞浪市下水道事業経営戦略プラン（案）について」事務局よ

り説明をお願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【加 藤 会 長】 只今事務局から説明がございましたが、何かご質問、修正案などのご意

見はございませんか。 

【委 員】 意見無し 

【加 藤 会 長】 ご意見が無いようですので、審議会としては当案のとおり承認したいと

思いますが、よろしいですか。 

【委 員】 異議なしの声あり 

 次第５ 日程説明 

【加 藤 会 長】 それでは、当案を承認することに決します。以上で審議事項であった３

案は、いずれも承認としました。それでは続きまして、「次第５ 日程説明



 

 
 

 

について」説明をお願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【加 藤 会 長】 市長から諮問を受けています。今後審議会として答申書を作成し、市長

へ提出することになりますが、答申については、私に一任いただきたいと

思いますがよろしいですか。 

【委 員】 異議なしの声あり 

【加 藤 会 長】 それでは、私が代表して答申します。議題は全て終了しましたが、全体を

通して、又は審議会に関することで何か質問などございましたらお願いし

ます。 

【加 藤 会 長】 特に無いようですので、それでは、進行を事務局にお返しします。 

【事 務 局】 加藤会長には、円滑な進行、誠にありがとうございました。 

最後に、金森建設部長よりご挨拶申し上げます。 

【建 設 部 長】 加藤会長におかれましては、円滑なご進行ありがとうございました。本

日ご承認いただいた案件は、瑞浪市の将来、上下水道の経営上非常に重要

な計画であります。引き続いて、健全経営に向けて努力して参りたいと考

えております。今後の予定ですが、先ほど事務局から話があったとおり、２

月１日から市民の皆さんから広くご意見をいただくため、パブリックコメ

ントを得て、答申という形にしたいと思っておりますが、パブリックコメ

ントで大きな意見が出てきて、修正が必要となれば、もう一度会議を開催

させていただくということもあり得ます。もし無ければ、会長から答申と

したいと思っております。本日はありがとうございました。 

【事 務 局】 それでは、委員の皆様大変お疲れ様でした。以上で、令和２年度第２回瑞

浪市上下水道事業経営審議会を閉会いたします。資料・お手荷物のお忘れ

物がないか今一度ご確認いただき、お気を付けてお帰りください。また今

年も残りわずかとなりました。良いお年をお迎えください。本日はありが

とうございました。 

閉     会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


